
●マインドマップ導入事例：千代田区立九段小学校 「ごんぎつね」 

マインドマップ導入事例の中でも日本におけるモデルケースとして知られる千代田区立九段小学校の事例

を紹介します。九段小学校では、４年生の国語の授業、「ごんぎつね」（配分 20 時間）で実施しました。 

 「ごんぎつね」は、いたずら好きだが心優しいキツネの「ごん」と村人の「兵十」のやり取りや情景描写を通

して登場人物の気持ちをどう読み取るか、いかに児童に気づきを与えるかの点で、教員の指導力と工夫が

求められる題材です。 

 九段小学校の授業の進め方としては、各章ごとに登場

人物の心の動きを考察させながらマインドマップを書かせ

ました。具体的には、マインドマップを場面ごとに作成し、

児童がひとりひとり別のマインドマップに派生する心情の

変化をキーワードとして展開。その後、グループに分かれ

て話し合い、お互いに質問をしあい、新しい発見を自分の

マインドマップに反映。最後に全員の意見を教師がその内

容を黒板でひとつのマインドマップにまとめ、クラス全体で

共有しました。 

この授業の中で、子どもたちは大きな成長を見せました。

気が散りがちだった子が授業に集中し、引っ込み思案だっ

た子が自ら手を上げ発表し、作文で2行ほどしか書けなか

った子が原稿用紙 2 枚分の文章を書き上げました。そして、

20 時間の単元終了後には、先生が授業のまとめのマイン

ドマップを描くことを提案すると、子どもたちは「もう僕たち

はごんや兵十の気持ちは十分にわかった。」といい、結局、

「その後のごんについて」という題目で作文し発表するこ

とになりました。ここでも、子どもたちが書く作文の内容は

創造的で興味深いものになりました。 

知識重視の従来の教育を脱却して創造性を大切にする教育が今ますます重要になってきているといわ

れますが、子どもたちが生まれながらにしている才能とバイタリティに、教師たちの指導力と愛情あふれる

教育の実践、そしてマインドマップが加わることによって、この九段小で起こったような次世代教育が起こっ

ていくのではないでしょうか。 

 
●マインドマップとは？

マインドマップとは、人間の脳のチカラを自然に引き出すアプローチ

で、私たちの頭脳の中でおこっていることを見えるようにします。これまで

の白黒、箇条書きのノート法は直線的な書き方をするため左脳中にな

り、部分的にしか使えなくなってしまいます。マインドマップは中心から放

射状に書いていくことに加えて、イメージやカラーを多く使い五感をフルに

活用していくため、記憶・整理・発想が格段にやりすくなります。これによ

る学習効果は非常に大きく、人が本来持つ力を引き出し、他人との関係

においても、イメージの共有化がすすみ相互理解が深まります。 
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●マインドマップ実践例① 

全国のマインドマップ導入校からの実践例が数多く寄せられています。 

◆静岡英和学院大学 加藤良徳講師 

１・３・４年のゼミで利用。講義ノートをとれるようになること、ゼミ発表の資料を作れるようになること、レポー

ト・論文をうまく書けることが目的だったが、学生の意見として「授業の中で一番楽しかった」「テスト勉強に

使ったら満点が取れた」「自分の意見をまとめる時に役立つ」などがあった。 

 

◆立教大学 現代心理学部 林ももこ教授 

カウンセリングの場面でマインドマップをひきこもりの続いているクライエントの方に教えて描いてもらったと

ころ、自分がかつて好きだったけれども押さえつけて忘れかけていた様々なことを思い出し、徐々にそれら

の好きだったことに取り組んで元気になり、外出が増えるという効果が見られた。 

 

◆茨城県立盲学校 村田孝二校長 

障害のある児童生徒や保護者に対する教育相談の場面でマインドマップを使用すると、表面的な言葉の

受け答えばかりでなく、もう一歩踏み込んだ「気づき」に会話をリードできると実感している。自分でを描けな

い児童生徒や、マインドマップに不慣れな保護者に対しても、こちらがマップを描きながら対応する事で、効

果的な教育相談が可能になると考えている。 

 

◆中条中学校 代島克信先生 

帰りの会で行われるスピーチにマインドマップを利用している。「各自スピーチ原稿をマインドマップで書

く。」→「マインドマップを見ながらスピーチする。」→「他の生徒は、スピーチを聴きながらメモと感想をマイ

ンドマップで書く。」その結果、今まで、１分のスピーチがやっとだった生徒の多くが２分～５分のスピーチが

できるようになった。また、友達のスピーチを真剣に聞くことができるようになった。 

 

◆江東区立香取小学校 井上光広先生 

マインドマップで行った読書発表会。この発表者の中に中国から日本に来て１年半、日本語の語彙も少なく、

元々あまり人前では話したくないタイプの子がいた。発表会では聞こえるか聞こえないかの小さな声で説明

を始めた。これまで２～３語だけ言葉を話したら終わるという発言しか聞いたことのなかったクラスの子ども

たちも指導している私も、この日も当然、発表はすぐに終わるものだと予想していた。ところが話は終わらな

かった。 

マインドマップを指しながら、ポツポツト語り続けること約１分間。しだいに教室内の空気が発表者に集中し

ていく。おそらく聞いている人全員が、「○○ちゃん、話しているっ！」と心の中で叫んでいたのだろう。話し

終わった瞬間、教室は大きな拍手に包まれた。 

 

◆桑沢デザイン研究所 木全賢先生 

産学協同の幼児・小学生低学年向け教育玩具の製品デザイン開発をテーマにした授業のアイデア出しの

部分で、マインドマップを導入しました。学生が、自分が子供のころの玩具体験を引き出したり、それをアイ

デアに結びつけるのにも、マインドマップが有効だった。 
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●マインドマップ実践例② 

全国のマインドマップ導入校からの実践例が数多く寄せられています。 

 

◆阿南工業高校 岩野泰典先生 

講演会やＤＶＤ鑑賞の際にマインドマップでメモをとらせ、その後、グループマインドマップを作成し、議論し

ている。グループで話し合うという経験が少ないので非常に有効である。 

 

◆神戸情報大学院大学 情報技術研究科 情報システム専攻 吉田博哉助教 

学生が内定企業を幾つか頂き、その中から自身が就職したい企業を悩んでいた際、キャリア形成の相談と

してマインドマップを描かせた。学生本人が望んでいる仕事、優先させたい事項、企業比較などの情報を抽

出し、意思決定に役立った。 

 

◆亜細亜大学 亜細亜大学経営学部 ホスピタリティ・マネジメント学科 横山文人講師 

講義のテキストを章ごとにマインドマップに描くことを課題とした。その章に関する小テストを実施する前に

マインドマップを数分間見直させる。その後、小テストを実施するとマインドマップを課さない学年の小テスト

結果よりも平均値が上昇した。マインドマップが学生の記憶力を強化する効果を実感した。 

 

◆いわき総合高等学校 荒康義先生 

これまでだと、就きたい職業はあるが、イメージではなく文字で考えているだけの生徒が多いために簡単に

進路変更を考えてしまう生徒や、計画だけで何のアプローチもしない生徒が多かった。その観点から改善

策として行ったのが職業イメージマインドマップ。マインドマップで職業をイメージさせることができた。 

 

◆羽村第三中学校 関根和子先生 

「枕草子」第一段 「春はあけぼの」の暗唱にマップを活用した。「内容をざっと説明した後、マップをかかせ

る」→「ブランチは春・夏・秋・冬の４本。それぞれのブランチの先には、内容をイメージのみで書く」→「文章

とマップを見比べながら、暗唱の練習。イメージと言葉を結びつけるように、指示」→「暗唱テストを受ける。

マップはみてもよい」 

その結果、一人の女子生徒がマップを書き始めて、１時間で暗唱テストを受けに来て、合格した。マップを

指でなぞりながら練習している姿は見たが、たいした苦労もしないであっさり覚えてしまった。 

 

◆児童養護施設 星美ホーム 工藤嘉央先生 

自分を表現することが苦手な子どもの多いグループに、圧倒的な力を発揮させていた。大人が登山しても

大変な山を１４時間もかけて歩いたあと、「食事かマインドマップをするか」と聞いたところ、「マインドマップ

をしたい！」との声が多く、気持ちを A4 の紙に書きなぐるようにした子どもが多くいた。このことから、マイン

ドマップには、自分を表現できる新しい自信につながったと感じた。 
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